
事業群評価調書（平成28年度実施）
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１．計画等概要

基準値
(H26)

実績
(H27)

達成率

3.3 3.4 －

【事業群取組内容（総合計画に掲げる取組）の分析】

《取組項目及び現状と課題》

ⅰ）教育の振興と魅力ある私立学校づくりのための支援

・国庫補助金と地方交付税を活用し、経常費に対する助成を行い、経営の安定及び教育の振興を図っている。
・魅力ある私立学校づくりを推進するため、私立学校が自ら企画して取り組む進路実現事業、国際理解・外国語教育推進事業、ふるさと教育推進事業に対し支援を行っている。
・その結果、私立高等学校全体の平均の志願倍率は3倍を超えている。ただし、定員充足率については、Ｈ25は94.5％、Ｈ26は95.3％、Ｈ27は95.1％、H28は94.1％で推移しており、H28年度においては6割が未充足
である。
・今後の中学卒業生の減少を考えれば、魅力ある私立学校づくりに向けたさらなる取組が必要である。

学校評価（自己評価）の評価
数値（４段階評価）

3.4以上
  急激な少子化の進行、経済の低迷等により、私立学校を取り巻く環境は厳しい状況にある。平成27年度は、学校の経常費や活性化
事業に対する助成を行い魅力ある学校づくりを支援した結果、教育課程・学習指導、キャリア教育、生徒指導等などの項目からなる学
校評価（自己評価）の平成27年度の実績は、最終目標値（3.4以上）を達成しており、概ね順調に進んでいる。

事業群の進捗状況 －

【事業群取組内容（総合計画に掲げる取組）】

《長崎県総合計画チャレンジ2020　本文》

　県内の高校生の約3割が私立高校に通学するなど、私立学校は本県の公教育の一翼を担っています。建学の精神に基づいた、私立学校の独自性・自主性を尊重しながら、魅力ある学校づくりを支援します。

事業群指標
最終目標

（H32）
【進捗状況の分析】

施 策 名 学力の向上と個性を活かした教育の推進 課 ( 室 ) 長 名 小坂　哲也

事 業 群 名 魅力ある私立学校づくりの推進 事業群関係課(室)

基 本 戦 略 名 次代を担う子どもを育む 事 業 群 主 管 所 属 総務部学事振興課



２．27年度取組実績

H27実績 一般財源 人件費(参考) H27目標 H27実績 達成率

H28計画 一般財源 人件費(参考) H28目標 ― ―

22 22 100%

22 ― ―

100.0 100.6 100%

100.0 ― ―

8 8 100%

8 ― ―

100.0 104.7 104%

100 ― ―

3 3 100%

3 ― ―

100.0 85.4 85%

100 ― ―

17 15 88%

17 ― ―

100.0 99.4 99%

100 ― ―

15 13 86%

― ― ―

90.0 100.0 111%

― ― ―

805
学校法人
（専修）

県内私立高等学校の生徒を対象とした職
業体験事業に対し、助成した。

活動
指標

事業を実施した専修学
校数 私立高等学校の生徒に対する職業体験

事業は参加者の満足度も高く、高校生の
就労意識の醸成に寄与した。

補助校数
私立専修学校を設置している学校法人に
対して経常費の補助を行うことにより、経
営の安定と教育の振興に寄与した。

― ― ― 成果
指標 参加者の満足度（％）

○

16,232 16,232 1,612 成果
指標

在籍生徒数の対前年
度比（％）

専修学校私立学校助
成費 H12-

15,656 15,656 1,610
学校法人
（専修）

学事振興課

私立（学校法人立）の専修学校に対し、運
営費の一部を助成した。

活動
指標

学校法人
（小）

私立小学校の運営に要する経費の一部
を助成した。

活動
指標 補助対象法人数

私立小学校を設置している学校法人に対
して経常費の補助を行う等により、経営
の安定と教育の振興に寄与した。

○
成果
指標

新入生の定員充足率
対前年比（％）

学事振興課

小学校私立学校助成
費 H12-

183,382 155,957 5,370

186,509 158,466 5,376
学事振興課

私立中学校を設置している学校法人に対
して経常費の補助を行う等により、経営
の安定と教育の振興に寄与した。

○

568,354 485,454 5,376 成果
指標

新入生の定員充足率
対前年比（％）

478,770 5,370
学校法人

（中）
私立中学校の運営に要する経費の一部
を助成した。

活動
指標 補助対象法人数

○

7,148,385 4,249,242 17,472 成果
指標

新入生の定員充足率
対前年比（％）

17,452
学校法人

（高）

私立高等学校等の運営に要する経費の
一部を助成するとともに、特色ある学校づ
くりを支援した。

活動
指標 補助対象法人数

私立高等学校を設置している学校法人に
対して経常費の補助を行う等により、経
営の安定と教育の振興に寄与した。

取組
項目
ⅰ

高等学校私立学校助
成費 S45-

6,794,531 4,131,624

学事振興課

中学校私立学校助成
費 H12-

560,207

専修学校各種学校就
労支援事業

(H27
終了）

H22-27

750 750

学事振興課

事業の成果等

中
核
事
業

事業対象
事業内容

（事業の実施状況）
指標 主な目標

取組
項目

事務事業名 事業
期間

事業費(上段:実績、下段:計画、単位:千円） 事　　　業　　　概　　　要 指標（上段：活動指標、下段：成果指標）

所管課(室)名



３．検証及び問題点の抽出
【課題解決に向けて取り組んだ事務事業の実績の検証】

４．29年度実施に向けた方向性
【問題点解決に向けた方向性】 【個別事務事業の見直し】

事業構築の視点

－

－

－

－

私立学校は、公教育の一翼を担っている一方、少子化等により学校法人の運営はますます厳
しくなっているため、今後とも本事業を継続していく必要がある。助成のあり方については既に
検討を行い、保護者負担の軽減及び私立学校の活力と魅力を高めることにより、本県教育の
充実を図っていく。

現状維持

小学校私立学校助
成費

私立学校は、公教育の一翼を担っている一方、少子化等により学校法人の運営はますます厳
しくなっているため、今後とも本事業を継続していく必要がある。助成のあり方については既に
検討を行い、保護者負担の軽減及び私立学校の活力と魅力を高めることにより、本県教育の
充実を図っていく。

現状維持

専修学校私立学校
助成費

卒業生の多くを県内に就職させるなど、県内企業を支える大きな役割を担っている専修学校の
うち、専門的な職業教育を中心に実施する学校に限定して経費費補助を行っており、教育の振
興を図る意味から不可欠な事業であり、今後も同様の手法により事業を継続する。

現状維持

ⅰ）教育の振興と魅力ある私立学校づくりのための支援
・私立学校に対し助成を行うことにより、経営の安定及び教育の振興を図るとともに、特色ある学校づくりを推進している。その結果、中学校・高等学校の平均の志願倍率は3倍を超えている。ただし、高等学校に係
る定員充足率については、近年低下傾向にある。今後の中学卒業生の減少を踏まえれば、魅力ある学校づくりに向けたさらなる取組の推進及び定員見直しの検討が必要である。
高等学校　志願倍率　　 H27：3.2倍   H28：3.1倍
　　　　　　　定員充足率　H27：95.1％ H28：94.1％
中学校　　 志願倍率　　 H27：5.6倍　H28：5.4倍
　             定員充足率　H27：84.7％　H28：88.7％
小学校　   志願倍率　　 H27：0.6倍　H28：0.7倍
               定員充足率　H27：46.4％　H28：47.9％

・魅力ある私立学校づくりの推進のため、平成27年度から「魅力ある私立学校づくり支援事業」で私立高校の創意工夫を活かした特色ある活性化事業を展開するための取組を支援している。昨年度の学校の取組
については、これまで行っている事業の繰り返しや在校生の満足度を成果の指標としている等、事業の新たな展開において課題があったため、事業採択にあたっては、さらなる内容の精査が必要である。

事務事業名 見直しの方向 見直し区分

ⅰ）教育の振興と魅力ある私立学校づくりのための支援
・安定的な学校経営に寄与しており、今後も引き続き経常費に対
する助成を継続していくが、適正な定員管理の指導も含めて、私
学助成のあり方について検討していくことが必要である。
・私学の多様な特色を維持・発展させることは、生徒・保護者の選
択肢の拡大や学校の魅力向上だけでなく、当県においても多様な
人材の確保につながる。
・平成27年度から実施している「魅力ある私立学校づくり支援事
業」により、外部の評価委員会の意見を踏まえてさらなる魅力づく
りを進める。
・また、大幅な定員割れが続いている学校については、今後の定
員の見直しの検討について指導を行っていく。

高等学校私立学校
助成費

私立学校は、公教育の一翼を担っている一方、少子化等により学校法人の運営はますます厳
しくなっているため、今後とも本事業を継続していく必要がある。高等学校に係る助成のあり方
については学校の努力に応じた配分となるよう生徒数を算定基礎としており、定員の未充足3
割が3年間続けば補助金不交付という制度を導入している。

現状維持

中学校私立学校助
成費


